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2015年11月6日 県庁南再エネビル、イベントホール 



＜放射能分析チーム、サークルまでいの主な活動＞ 
 

 
 
 

飯舘村、近隣地域で採取された土壌、樹木、
作物、野草、コケ、キノコ、イノシシ等 

放射性同位元素施設で測定 

測定済サンプル乾燥、重量測定、 
測定後サンプルの輸送保管（佐須試料庫） 

サンプルの前処理（土壌羊羹の2㎝切、籾摺り、精米他） 
測定用容器に詰め、重量測定 
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籾摺り、玄米サンプルの作成 

土壌羊羹の２㎝切、 
1,000番目のサンプル（2013年3月） 



最近のサークルまでい定例活動日（2015年10月27日） 

松塚土壌の容器詰め（通算10500バイアル） 

佐須試験田の籾サンプルの乾燥 

松塚土壌の重量測定、データ入力 

佐須試験田の籾摺前、      
玄米測定用容器の準備（夜の部） 



＜これまでに分かったこと＞ 

1. 土壌の放射性セシウムは、ほとんどが表面近くに留まっ
ており、表面を浅代掻きやユンボで剥がす除染は効果が
ある。 

2. 稲に関しては、土壌除染、土壌カリ濃度の調整（乾燥土
壌100gあたり酸化カリ20mg以上）で、放射性セシウム濃度
を低く抑えることができ、食品基準を満たせる。 

3. 樹木は、樹皮や事故当時の葉には、依然高い放射性セ
シウムが残っているが、新たな枝葉では低くなり、材の部
分では低いがセシウムの移行もある。 

4. 地表面、落葉や樹皮に生えるコケやキノコは、依然とし
て高いものがある。 

5. 根が地中にのびる作物は、土壌除染、土壌カリの調整
で、食品基準を満たせる。 



＜これから行いたいこと＞ 
 
1. 土壌、米、野草、野菜、コケ、イノシシ等の測定を継
続し、経時変化を見て、将来予測できるようにする。 
 

2. 測定データのデータベース化を進め、村民の方々に
わかりやすい形で情報を提供する。 
 

3. 村民の方々と協働し、「現地で、村民自身が行える
放射能測定」を実現する。 

 


